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！各種認定資格の申請および更新の申請期限は
９月３０日までです！

詳しくは学会ホームページでご確認ください。
2018 年度 専門医認定試験：
2018 年11月 24 日（土）大阪歯科大学

2018 年度 認定歯科衛生士専門審査：
2018 年11月 23 日（金）AP 品川（東京）

支部セミナーのご案内
★詳細は，学会ホームページでご確認ください。

愛知支部共催セミナー
「東海オーラルマネジメント研究会」

　日　時：2018 年 7月 22 日（日）13:30 ～16:30
　会　場：ウインクあいち 小ホール
　主　催：東海オーラルマネジメント研究会

奈良支部主催セミナー
「第 5 回在宅療養支援歯科診療所の施設基準講習会」
　日　時：2018 年 9 月 2 日（日）10:00 ～12:00
　会　場：奈良県歯科医師会館
　主　催：奈良支部，奈良県歯科医師会，奈良県歯科衛

生士会

鹿児島支部後援セミナー
「第 2 回摂食嚥下リハビリテーション研修講座 初級コース」
　日　時：2018 年 9 月 5 日～11月 21日　期間中 8 回
　会　場：鹿児島大学 医学部臨床講義棟

平成 30 年度 広島支部セミナー
　日　時：2018 年 9 月12 日（水）19:00 ～ 20:30
　会　場：サテライトキャンパスひろしま
　主　催：広島支部

愛知支部主催セミナー
「口腔機能低下症について理解を深めよう」

　日　時：2018 年10 月 6 日（土）19：00 ～ 21：00
　会　場：愛知学院大学歯学部末盛学舎
　主　催：愛知支部，東海オーラルマネジメント研究会

香川・岡山支部共催セミナー
「病院歯科介護研究会 第 21 回総会・学術講演会」
　日　時：2018 年10 月 6 日（土）9：00 ～16：30
　会　場：岡山コンベンションホール
　主　催：病院歯科介護研究会

第 30 回学術大会のご案内
　次回の学術大会は，第 31 回日本
老年学会（総会）との共催で仙台に
て開催されます。皆様，ふるってご参
加ください。
テーマ：「食べる力を支える老年歯科

医学」
演題登録期間（予定）：
2018 年11月15 日（木）～
2019 年1月 7日（月）正午
！例年より締切が早まります！ 
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編集後記　 今号では認知症義歯診療ガイドラン作成パネ

ル会議，第29回学術大会等々をご報告します。本学会の活動も今

年度保険収載となった口腔機能低下症の周知と，オーラルフレイ

ルの社会運動化とともに益々多方面へ活発になっています。少しで

もその趨向を感じていただけましたら幸いです。最後にご退任とな

りました前理事長 櫻井 薫先生，お疲れ様でした。ありがとうござい

ました。新理事長にご就任されました佐藤裕二先生，引き続きよろ

しくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　（糸田昌隆）
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ガイドライン委員会前幹事　矢儀一智

【本号のトピックス】
認知症患者の義歯診療ガイドライン作成のための最終パネル会議開催！／
第29回学術大会報告／第5回歯科衛生士関連委員会主催セミナー報告／
理事のご挨拶／専門医活動レポート／委員会だより／支部だより　ほか

5 月 23 日午後，東京歯科大学水道橋校舎本館にて，認

知症患者の義歯診療ガイドライン作成のための最終パネ

ル会議が開催されました。本学会では初の企画となった

このパネル会議では，2017 年度から本学会ガイドライン

委員会を中心に作成が開始された 10 個の義歯診療に関

する臨床的疑問とそれらに対する推奨文が公開され，パ

ネリストとして参加した義歯患者，認知症患者家族，介

護士から意見聴取が行われました。

会場では歯科関連企業，出版・報道関係者約 40 名が

聴衆として 3 時間にわたる協議を見つめるなか，ガイド

ライン委員からそれぞれの推奨文にいたった経緯につい

て解説が行われた後，認知症患者の義歯診療について現

場で生じている問題や要望を含めた議論が積極的に交わ

されました。パネリストからは，家族として義歯を作る

ことが十分可能と考えられるにもかかわらず，患者が認

知症とわかると義歯を作ってもらえなかった事例が紹介

され，家族や介護職からみた認知症患者の義歯診療にお

ける歯科医療側の取り組み方への要望が出されました。

また介護職の立場から「お口の衛生管理のことは排泄の

介助よりも家族の協力が得にくく見過ごされやすい，家

族が介護しているということと家族が患者の入れ歯を取

り外して管理できるということは別であることが多い」

などの介護現場の現実が紹介され，認知症患者の口腔衛

生管理を担っていくべき家族や介護職を含めた介護者に

対する口腔衛生管理の知識・技術の普及活動が不足して

いるとの意見が出されました。これらの協議内容は，認

知症高齢者の健康な口腔を維持するための歯科医療シス

テム構築上の課題を現場の視点で提示するものだったと

思います。

末筆ではございますが，パネル会議でご意見を賜りま

したパネリストの方々，ガイドライン作成に携わってい

ただきました先生方，また当日の会場設営に多大なご協

力をいただきました東京歯科大学老年歯科補綴学講座教

室員ならびに学会事務局の方々に厚く御礼申し上げます。

学 会 だ よ り学 会 だ よ り
認知症患者の義歯診療ガイドライン作成のための最終パネル会議開催！

会見に応じる櫻井　薫前理事長

主な関係各位での集合写真

「こんな結果じゃないはずなのに…」「データがうまく
出なくて論文が書けない…」など，研究には予想外がつ
きものです。しかし，だからといって研究不正をしていい
はずがありません。倫理観の欠如した一部の研究者によっ
て研究不正が引き起こされ，その結果研究に関する手続
きが厳しくなり，他の研究者に大きな負担をかけていま
す。したがって，研究不正は個人的問題ではなく，他研
究者の活動を阻害し，ひいては国力を下げる結果にもつ
ながるのです。研究不正をした研究者にはペナルティが
待っています。研究費関連のペナルティは会員の大多数
が無関係とは思いますが，周囲からの信用度が下がる影
響は決して少なくないでしょう。

研究倫理の啓発②　～研究不正の種類にはどんなものがあるのか～
倫理委員会副委員長　大野友久

特定不正行為（JST 資料より一部改変）
 捏造：存在しないデータ，研究結果などを作
成すること

 改竄：データや研究結果を真正でないものに
加工すること

 盗用：他の研究者のデータなどを了解もしく
は適切な表示なく流用すること

研究不正のペナルティ
研究費申請応募資格の喪失，研究費の返還，
論文の取り下げ，信用の失墜　など


